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平成 20年 11 月 13 日 

各      位 

会 社 名  株式会社ウィーヴ 

代表者名  代表取締役 鈴木 徹也 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 2360） 

問合せ先  

役職・氏名 取締役 亀山 泰夫 

電話 03－6408－1881 

平成 20 年 12 月期通期（連結）業績予想の修正に関するお知らせ 

  

平成 20年 12 月期(平成 20年 1月 1日～平成 20年 12 月 31 日)の業績予想について、平成 20 年 8

月 22 日付当社「平成 20年 12 月期中間決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修

正いたします。 

 

１．平成 20年 12 月期 連結業績予想の修正（平成 20年 1月 1日～平成 20年 12 月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 3,104 △1,201 △1,295 △285 

今回修正（Ｂ） 3,022 △1,350 △1,438 △476 

増減額（Ｂ－Ａ） △82 △149 △143 △191 

増 減 率 △2.7％         －    －   － 

 

２．修正理由 

   連結売上高は、テレビ・キャラクター事業でのミニマム・ギャランティによる売上高が第 4

四半期に見込まれるものの、連結子会社株式会社ヴィレッジブックスの営む出版事業において、

出版書籍の絞込みや既刊書籍の返品の影響に加え、金融不安に端を発する景気の停滞感により

出版業界においても低迷が懸念されることから、同事業の売上高が当初予測を 2億 9百万円下

回る見通しでおります。このため、前年比 18億 66 百万円減の 30億 22 百万円（当初予想比：

82百万円の減少）となる見込みであります。 

営業利益につきましては、上記の出版事業の売上高減少が同事業のコスト削減を上回ること

による同事業の赤字幅の増加を主要因とし、当初予想を 1億 49百万円下回る△13億 50 百万円

となる見通しです。また、これを受け、経常利益につきましても、当初予想を 1 億 43 百万円

下回る△14億 38 百万円となる見通しです。 

   当期純利益につきましては、上記経常収支悪化の影響に加え、少数株主損益が当初予想を

52百万円下回る見通しのため、4億 76百万円（当初予想比：1億 91百万円の減少）となる見

込みであります。 

なお、個別財務諸表に与える影響は軽微であり、現時点では平成 20 年 8 月 22 日に公表し

た通期単独業績予想の変更はございません。 
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３．ご参考：前期の実績（平成19年 1月 1日～平成 19年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

通期（1／1～12／31） 4,888 △357 △156 △135 

 

 

注）本資料で記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


